
 

 

 

 

 

 

 

 

備えるということ 【宿泊防災訓練から】 

                                       副校長 能瀬 圭介 

関東大震災は 1923（大正 12）年 9月 1日の午前 11時 58分に発生しました。今年で 100年を迎

えます。マグニチュード７．９と推定される震源は神奈川県西部でした。昼食の準備で火を使っていた時

間帯だったこと、強風が吹き荒れていたことが被害を大きくしたと言われています。 

そして今、マグニチュード７クラスの首都直下地震が今後 30 年以内に約 70 パーセントの確率で発

生すると言われています。巨大地震というと建物の倒壊や火災を連想しますが、それだけではありませ

ん。河川が氾濫したり、土砂崩れが起きたりすることも十分考えられます。 

「自分の身は自分で守る」ということを考え、そのために基礎となる知識や技能を習得して学ぶことが

大切です。一人一人が災害は自分にも降り掛かってくるものと受け止めて、いかに備えておくか。発生時

には状況を見て身の守り方をいかに判断できるか。そしていかに助けを求められるかです。 

本校では９月 22 日から 23 日にかけて中学部 1 年生を対象に宿泊防災訓練を実施しました。その

活動の中で避難所設営を想定して段ボールを使って寝床を作ることに取り組みました。当初はお楽しみ

モードが先行している様子でしたが、「安全性と居心地とプライバシーに配慮して作製した」という発表を

聞いて学習を重ねるうちに避難生活を想定して様々な工夫を凝らしていることが伺えました。また、「も

し、段ボールの数に限りがあったらどんなことを優先するか」という質問に対して、ある女子生徒は「やは

り、プライバシーと衛生面を優先させて段ボールを使う」と答える場面がありました。私はその発表を聞い

て、今後、防災教育を発展させていく必要性を感じました。例えば保健の授業で怪我をした時の応急処

置の仕方を学ぶことや、実際に震災を体験された方の話を聞くこと、近隣の方や行政の方と連携した合

同避難訓練を実施することなど、決してマンネリ化することなく、地震災害の特質を踏まえて様々な場

面を設定し、切迫感をもたせていくということです。 

本校はこれから改修工事に入るため、これまで避難していた校庭に避難することが不可能となりま

す。寄宿舎の園庭に避難するだけでなく、台町４丁目にある「ふれあい広場」をお借りして避難することも

計画しています。 

地震そのものを防ぐことはできませんが、自分たちの身を守るために最善の備えを考えてもしもの発

生時に対処する力の育成に一丸となって取り組んでいきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜学習発表会に関する予定＞  

10月 24日（火） リハーサル（１～４校時）         

   10月 27日（金） 幼小学部／午前：展示会場準備 午後：展示鑑賞                        

   10月 28日（土） 9:10～12：15 ステージ・展示発表（保護者対象） ※給食有                                           

   10 月 30日（月）振替休業日        

    10月 31日（火）平常授業              

＊ 詳しくは各学部便りを参照ください。   

＜来月の校舎改築に関する工事等の予定＞ 

 いよいよ仮設校舎建設に向けての工事が再開しました。 

まず、西門から資材を搬入して仮囲いの設置を行い、その後、仮設校舎の基礎工事が１２月末頃まで続く

予定です。 

幼児・児童・生徒の皆さんが、安全な登下校ができるように、工事の状況に応じて対応していきます。 

また、避難経路の確保についても同様に対応して参ります。 

御理解の程、どうぞよろしくお願いいたします。 

全校学習発表会について 

10月 28日（土）に全校行事として、「全校学習発表会」を行います。 

新型コロナウイルス感染症対策の為、前回の「六光祭」は他学部のステージ発表を生で見ることはで

きませんでした。また、今年度は運動会の年ですが、校舎移転準備のため校庭が使えず、体育館での

学習発表という形となりました。 

やっとお互いの発表を見合うことができることを、幼児・児童・生徒も、教職員も、共に大変喜んでお

り、当日を楽しみにしています。 

「学習発表会」ですので、特別な「お祭り」ではなく、日常の学習の成果（文化的・体育的・学級的内

容）を全校幼児・児童・生徒、保護者の前で発表し、自己表現力及び集団活動力を育成すること、 御

家族の皆様に参観を通じて幼児・児童・生徒の学習活動の様子を知っていただくこと、 全校行事を通

して総合校としての連帯感を高めることを目標としています。 

発表内容は、 体育館で行うステージ発表と、教室で行う展示の２種類です。 

 ステージでは、音楽的な表現（合唱・合奏等）や体育的な表現（ダンス・体操等）、学習報告の発表が

予定されています。 

展示は、図画工作・美術・技術・家庭科等の作品を御覧いただく予定です。 

御家族の皆様には、当日までの御協力と、当日御参観いただきますことをお願い申し上げます。 

                      
 

 

 


